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2018 年度協定校短期プログラム 留学報告書 
※記載されている内容は留学時の情報に基づくものです。     

学部・学科および学年（留学時） 法学部政治学科 1年 

性別 男 

留学先国・大学名 中華民国 国立台湾大学 

留学期間 3週間 

 

留学準備について 

留学前あるいは留学中にどのような準備を行いましたか。 

留学前に日頃勉強していた中国語の復習を行った。また、台湾における政治や文化などの事前知識を入れる目的と

してメディアセンターで新書を数冊ほど春休み中に借りて読んだ。 

 

費用について 

（留学にかかった経費を教えてください。） 

 日本円 現地通貨 

航空券（往復） ¥59,770  

保険料（本学指定のもの） ¥7,730  

住居費  NT$16,150 

食費  NT$2,500 

通信費  NT$1,000 

おこづかい  NT$5,000 

 

留学をした理由等について 

なぜ留学をしようと思ったのか教えてください。 

法学部の中国語インテンシブクラスにて一年間中国語を勉強し、さらに中国語を勉強したいと感じ今回の留学に

応募した。 

 

 

 

留学先の国・地域および留学先大学について 

留学先の国・地域および留学先大学を特に志望した理由があれば教えてください。 

国立台湾大学を志望した理由として、元々慶應義塾大学に入学する以前に入学を希望していた大学であり、当時

は英語のみで学部生として勉強できる制度がなかったため諦めたことが挙げられる。そして、慶應義塾大学入学

後に留学先として検討しているため、その雰囲気を知りたく今回当プログラムに志望した。 

大学が所在する街の様子を教えてください。（街の雰囲気や治安、気候などについて） 

台北は街がとても清潔であり、大陸と日本が持つような雰囲気を合わせたような土地柄から、とても安心して過

ごすことができた。 
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留学先の国・地域の良い点・悪い点、またそこに留学するにあたって事前に準備したほうがよいことがあれば教えてくださ

い。 

良い点: 清潔・物価の安さ・人々の朗らかさ 

悪い点: 交通機関、特にバスやタクシーなどの運転の荒さ 

準備点: 特になし 

 

プログラムを振り返って 

1 日のスケジュールについて教えてください。 

7:15 起床 

8:15 宿舎発  

9:00 午前授業開始 

12:00 午前授業終了 

14:00 午後授業開始 (ある日のみ) 

16:00 午後授業終了 

18:00 夕食 

20:00 課題 

24:00 就寝 

授業はいかがでしたか。(授業の行われ方・内容に関する日本との違い、課題・勉強量・時間 等について) 

大学で行っていた授業とは異なり、午前授業は一切英語などを用いず中国語のみで行ったため、リスニング力を

鍛えられた。内容はインテンシブクラスで既にやったものとやってないものが半分ずつくらいだった。 

3週間でしっかりと勉強できたため、大学の授業よりは勉強量は多かったが、楽しめたため大きな負担には感じな

かった。 

課外活動はいかがでしたか。特に印象に残ったものがあれば教えてください。 

課外活動では、台湾の食文化を学ぶというもので蛇や蛙を食べる機会があったのが印象的だった。 

また、歌舞伎に興味があったことから、現地の伝統演劇を知る機会もあり印象深かった。 

日常生活はいかがでしたか。(寮生活、クラブ活動、ボランティア、学生交流、日本から持参するとよいもの等について) 

宿舎でも特に問題が起こることがなく、周辺の夜市や名所などへ行き楽しめた。日曜日は丸一日空いていたため、

中国語の演劇を観劇したり、本屋へ行き本を購入するなど制限なく思い思いに過ごすことができ、良かった。 

留学をして得たもの、良かった点・悪かった点などを教えてください。 

得たもの: 言語力・台湾に関する知識・人脈 

良かった点:台湾大学生はもちろんのこと、日本の他大学生との繋がりもできた。 

悪かった点: 参加したメンバーが全員日本人だったため、国際交流が日本と台湾以外にはできなかった。 
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今後プログラムへの参加を希望する学生へのアドバイス 

国立台湾大学のプログラムは中国語を勉強する学生さんにとっては、普段日本で勉強する簡体字とは違い、繁体字

にも触れながら 3 週間勉強できる貴重なプログラムです。授業においても、中国語が全くの初心者でも初心者向け

クラスが存在するため、安心して授業を受けることができます。また、文化面にも触れられたり、台湾の大学生の

生活も知ることができたりするので、長期留学を考えている方にもお勧めです。ただ、台湾が「親日」だからとい

う理由などで、留学先として決めるのは歴史問題や社会的に考えて台湾の人々に失礼だと思うので、総合的な理由

で台湾に行きたいというのであれば留学するのをお勧めします。 

 

 

留学中の様子がわかる写真を数枚貼付してください。（任意） 

 

 

 

 

 

 

以上 


